



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 doubt causes 
considerab!e 
incon¥'enicnce to his neighbours c1
uring the process of demolition. 
N


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 tIlink that the true rule of Iaw is 
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 in the 
T
c
m
p
l
e
 Gardens. 
If 
sor
I1c
 picturesquc 
h
a
v
E
n
 o
p
e
n
s
 its 
a
Tl
llS 
to 
i
m・itc
the 
c
o
m
m
e
r
c
e
 of 
the 
world，
 it 
is 
not for・
this 
Court to 
forbid 
thc 
e
m
b
r
a
c
e，
 although 
thc 
fmit 
of 
it 
should 
b
c
 the 
sights，
 em
d
 
sounds，
 c::nd 
smells 
of 
a
 
c
o
m
m
o
n
 scaport 
a
n
d
 
shipbuiluing 
tO¥¥'
l1， 
w
h
i
c
h
 w
o
u
l
d
 
uri¥"c 
the 
D
r
y
a
d
s
 a
n
d
 their 
master 
f
r
o
m
 
tl:eir 
anciellt 
solitudcs." 
(Pel 
J
a
m
c
s
 L. 
J・，
in 
8alvin 
V. 
N
o
r
t
h
 E
r
d
n
c
e
p
e
t
h
 Coal 
Co. (1
8
7
4
)
 
L. 
R. 
9
 C
h
.
 
A
p
p
.
 <.t 
709.) 
言
語
.
J
;
手
'
手
ミ
ゆ
剖
0
4
1
心
$
*
j
為
様
*J
や
S
刊
:
害
持
<
~
峠
4
L
1
5
ミ
:
!
:
;
)
I
-
O
繰
綿
雲
.
~
認
定
式
.
.
L
J
Jr
-
-
.
亡
、
売
\
ー
占
手
J
1な
や
41
・
た
+
!
合
以
剖
;
:
.
)
+
!
I
-
O
定
患
~
~
容
。
Lよ
お
い
~
詮
長
1
~
剖';ÞJ
~手二'e!-.:l
判
智
持
<
!
i
~
持
純
~
8
~
足
取
組
鐙
持
1
-
0
三
三
邸
必
J手
~
心
部
。
己
主
二
い
包
装
宗
"-/8
表
明
I
~
~
:
J
己
ぐ
引
い
4
盗~.!..l
8
附
託
121
総
剖
~
心
.
-
w
E
)
'
ベ
J
~
。
(
F
ω
:
c
e，
 p.~. 
5
0
-
5
1
)
。
壁
*
:
冶
話
芸
J思
議
8.
~~ト持6'
~
*
J
千J
~
 1-0年春ぐiJ
~
よ
名
ド
剖
~
~
~
*
J
~
十-H
.-¥J 
-，) 
¥-' -< 
8
'
漂
!
怒
8
~
潟
Lよ
名
土
手
心
剖
)
淳
!
1
~
信
J
ト
キ
主
主
う
も
!
誌
と
i時
思
う
や
吾
(
~
~
 ~時
1ン
~
ぐ
l
ド
芸
誌
-v8'
黒
吟
ù
時
五
待
感
給
与
長
壁
*J
ベ)
.
持
~
'
:
為
41
合
!l 
~
~
~
ス
主
υ
;
守
主
主
;
守
宅
追
う
や
制
令
t
{
)
1
;
事
布
回
~
t{)'ffi 
~
 st ~
 ~
量
抑
Lよ
ム
-
6
t
{
)
待
感
~
'
“
A
n
 inconvcnience 
materially 
intcrfcr;n~ 
with 
the 
or
・dinary
comfort 
physically 
of 
h
u
a
a
n
 existence，
 110t 
州
事
号
室
特
製
G
害
a
..lJ....)¥-'
6'醤
~
1 
1 
1 
商
業
と
経
済
g
q
o
}
}
w
R
g
丘
一
口
m
S
F
o
o
F
m
D
Z
2
(
】
山
一
ロ
q
E
O
L
O
凶
自
凶
『
与
一
円
。
ご
一
己
H
d
w
t戸
内
ロ
の
の
O
丘
一
口
N
S
F
O
H
)
一
色
ロ
自
〔
】
ω
o
r
o
円
自
門
日
丘
E
立
。
口
。
t
o
ロ
ω
υ
E
O
口
問
巴
5
開口同一
ω
「
【
)
0
0
℃一
0
・
コ
(
句
。
円
関
口
一
m
z
a出
門
戸
の
O
W
ぐ
・
，
。
-
w
t
ぐ
巳
円
。
円
ぺ
・
∞
o
F
u
(
】
∞
凶
】
)
N
O
F
-
-
。
r
・
品
川
口
)
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
(
可
g
5
3
旬・
ω
。
)
。
斯
く
の
如
く
障
害
の
目
的
と
な
る
可
き
不
快
不
使
等
は
通
常
の
方
法
に
於
け
る
生
活
を
管
む
に
つ
い
て
の
不
快
不
便
で
あ
る
か
ら
還
境
の
相
違
に
よ
っ
て
其
程
度
の
兵
る
は
止
む
ぞ
得
な
い
所
で
あ
る
9
8月
♂
ガ
・
古
・
5
l】
ご
。
且
つ
土
地
所
有
様
共
他
之
に
関
淫
す
る
財
産
催
の
行
使
が
通
常
の
程
度
を
越
え
ぬ
限
り
は
原
則
と
し
て
訴
へ
得
ぺ
ま
不
快
不
便
等
は
生
ぜ
ぬ
理
で
あ
る
。
四
既
に
述
べ
た
る
が
如
く
障
害
は
土
地
所
有
権
其
他
め
財
産
椛
(
主
と
し
て
建
物
に
関
す
る
)
其
者
の
侵
出
小
口
な
る
場
合
あ
る
と
共
に
之
等
財
産
権
の
享
有
の
妨
主
主
と
し
T
日
常
生
活
に
於
け
る
愉
快
さ
と
使
盆
の
妨
害
で
あ
る
場
合
が
あ
る
、
さ
わ
ば
降
客
に
於
け
る
故
意
過
失
の
問
題
を
論
争
る
に
は
自
ら
場
合
守
分
た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
本
来
に
於
て
は
先
づ
一
般
的
考
察
か
ら
始
ゆ
る
事
と
鍔
さ
う
。
或
行
震
が
不
法
行
匁
と
し
て
行
局
局
者
が
其
責
任
を
負
ふ
が
た
ぬ
に
は
仙
一
其
行
鍔
よ
り
損
害
が
生
じ
例
行
矯
者
に
不
法
意
思
叉
は
不
法
な
る
解
怠
J
J
1
5
M
虫
色
室
。
2
2
2
一
ヨ
ゲ
一
。
号
室
向
。
号
。
の
あ
る
事
+
必
要
す
る
を
原
則
と
す
る
(
凶
己
目
。
zw匂・∞)。
従
て
故
意
な
く
且
相
蛍
な
る
注
意
を
梯
ひ
た
る
に
拘
ら
や
J
生
じ
た
る
結
果
は
所
謂
避
く
可
か
ら
ざ
る
事
箆
(
一
5
p
p
z
o
mの
め
E
S門
)
に
し
て
何
人
も
責
任
を
負
ふ
の
必
要
な
き
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
然
る
に
英
図
法
に
於
て
は
所
謂
絶
針
的
責
任
p
g
o
一E
o
-
-
F
E
ξ
)
を
認
め
自
己
の
危
険
に
於
て
行
動
し
又
は
法
律
に
よ
り
て
自
己
の
活
動
に
よ
る
害
悪
に
つ
き
責
任
を
有
す
る
も
の
と
さ
る
』
場
合
の
如
、
ぎ
に
於
て
は
故
意
過
失
の
有
無
に
拘
ら
ホJ
生
じ
た
る
損
害
に
つ
き
責
任
を
生
宇
可
き
旨
の
理
論
を
認
め
て
居
る
(
∞
と
自
つ
ZW
℃・古・
3
l
H
S。
此
理
論
に
関
す
る
リ
1
デ
イ
ン
グ
ナ
イ
ス
は
有
名
な
る
♂
t
E
〈・
2
3
Z
2
事
件
(
前
出
)
で
あ
る
。
此
事
件
に
於
け
る
理
論
の
骨
子
は
失
の
如
く
で
あ
る
。
自
己
の
占
有
に
あ
る
土
地
じ
於
て
、
も
し
逸
出
し
た
る
時
は
損
害
を
・
定
歩
可
き
物
を
保
存
し
又
は
搬
入
し
た
る
者
は
協
怠
を
伐
さ
ざ
り
し
場
合
と
雌
も
共
物
の
逸
出
に
よ
り
て
生
宇
る
自
然
に
し
て
且
務
想
し
得
可
き
結
来
に
つ
き
責
任
を
負
ふ
可
き
で
あ
る
、
何
故
な
ら
ば
斯
く
の
如
き
物
の
保
存
叉
は
搬
入
に
つ
き
で
は
其
者
は
自
己
の
危
険
に
於
て
共
逸
出
を
防
止
す
可
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
(
∞
包
5
0豆
、
フ
目
。
。
従
て
物
の
存
在
又
は
其
を
搬
入
す
る
事
が
夫
自
鐙
危
険
な
る
場
合
に
於
て
は
其
事
自
躍
が
障
害
で
あ
り
、
如
何
に
注
立
そ
加
へ
た
る
か
、
如
何
に
全
能
力
を
議
し
て
結
果
の
後
生
を
防
止
し
た
る
か
は
問
題
と
は
な
ら
ぬ
、
然
し
ニ
れ
に
封
し
で
も
種
々
な
る
例
外
が
あ
る
、
例
へ
ば
土
地
の
上
に
於
て
自
然
に
存
在
す
る
物
に
よ
っ
て
生
す
る
損
害
、
不
可
抗
力
に
基
く
損
害
、
第
三
者
の
行
潟
に
よ
る
損
害
等
に
就
き
で
は
此
原
則
は
遁
用
さ
る
h
事
な
く
、
或
は
行
匁
者
に
過
失
あ
り
た
る
時
に
の
み
責
任
を
生
中
J
る
場
合
が
あ
る
ハ
∞
σ
O
M
E
r
u
g己匂・-)・
8
u
l
M吋印)。
叉
行
土
地
所
有
樫
の
制
限
と
L
て
の
障
害
商
業
と
組
涛
二
四
鍔
自
障
が
危
険
で
な
い
場
合
に
於
て
は
被
害
者
が
其
財
産
椛
を
通
常
の
方
法
に
於
て
享
有
し
又
は
行
使
し
得
ざ
る
場
合
に
つ
き
て
の
み
障
害
が
成
立
す
る
。
印
ち
h
n
H
h
p
旬。
g
oロの山口-一。
ω
。
ロ
ロ
七
our2HUH-O]ズ
UHA可切
O
B
O
H
V
5
0
0印
国
巧
Z
の日戸山
ω
~ロ
一
宮
丘
町
出
O
M一
。
ロ
♂
ロ
ロ
σ
一m-Hず
Oロ吋
E
P可
ず
ο
8
5
7
u
(日
H
0
5
ω
々
と
ロ
三
日
守
O
E
2
3
1
F
N
W
O
H
H
ω
o
p
ω
円0
2
5
0
己
ω自吋
m
o
H
O
E
B
山
ず
口
同
日
目
F
O
匂
5
2
v・ω
ロ
O円
宮
古
巳
『
出。弘
0
5
"
止
の
ωロ
o
二
)
0
8百円)一弘ロ
O(】
O
町出
ω
門戸ロロ一日ロの
ο
ロ巳
g
回目円
{
E
O
L
2
2
三昨日
H
Z
5
0
E
g
h
H
H
U
1
8〕
OVAH5ロ門(町一一円。。吋
2
5
R
E
ロ
m
H
q
g
o
。『
-J5円高
H
q
w
w
(
問。
σ一
号
。
ロ
〈
・
同
一
=)qf
印
∞
円
・
『
・
。
F
・
ω
山
尚
一
品
目
。
σ・
巴
・
∞
∞
)
で
あ
る
。
さ
り
な
が
ら
土
地
所
有
椛
の
行
使
の
結
果
損
害
を
生
じ
に
と
す
れ
ば
其
土
地
所
有
棋
の
行
使
は
不
適
蛍
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
尚
、
故
に
其
行
使
に
つ
き
放
す
山
叉
は
過
失
な
き
場
合
に
於
て
も
行
使
者
は
一
路
陪
害
上
の
責
任
を
負
ふ
可
き
で
あ
る
ハ
m
p
E
o
E
W
日}
-
M
印吋)。
降
客
が
土
地
に
関
す
る
財
産
棋
を
侵
害
す
る
も
の
な
る
場
合
に
於
て
は
主
と
し
て
♂
t
E
〈・町一
2
Z
2
事
件
に
於
け
る
原
則
が
遁
用
さ
る
可
き
で
あ
る
、
従
て
此
場
合
に
於
て
は
故
意
又
は
慨
怠
の
不
存
在
は
原
則
と
し
て
障
害
上
の
責
任
を
売
れ
得
る
理
由
と
は
な
ら
ぬ
、
然
し
な
が
ら
土
地
所
有
者
叉
は
占
有
者
の
土
地
の
使
用
が
通
常
の
方
法
を
越
え
ざ
る
場
合
は
共
事
買
は
此
場
合
の
陪
告
の
訴
に
つ
き
抗
蹄
と
な
り
得
る
け
れ
ど
も
之
に
封
し
被
害
者
が
土
地
所
有
者
又
は
占
有
者
に
慨
怠
あ
る
事
を
立
註
し
た
る
場
合
に
於
て
は
時
中
古
は
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
9
2
R
2
)・
3
)つ
然
ら
ば
土
地
の
辺
常
の
使
用
方
法
に
あ
ら
ざ
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
な
り
や
と
云
ふ
に
其
決
定
の
際
準
は
時
に
よ
り
所
に
よ
り
て
縫
る
け
れ
ど
も
人
銭
的
に
物
そ
積
集
す
る
場
合
及
び
近
隣
者
の
財
産
椛
に
損
失
を
典
へ
た
る
が
如
、
き
は
明
か
に
通
常
の
程
度
を
越
し
た
る
使
用
方
法
で
あ
る
Q
S
R
3
E
e。
財
産
椛
の
享
有
そ
出
世
す
る
場
合
殊
に
不
快
不
便
岳
山
拠
ふ
る
場
合
に
於
て
は
所
前
C
7
6
P
E
E
S
の
原
則
が
行
は
れ
障
害
は
絞
絞
的
な
る
十
字
を
要
す
る
、
而
て
一
時
的
に
不
快
不
便
の
苦
痛
を
奥
ふ
る
は
障
害
に
非
ら
ざ
る
事
と
な
っ
て
居
る
は
肢
に
述
べ
大
通
り
で
あ
る
、
障
害
が
継
続
的
な
る
場
合
に
於
て
は
放
な
又
は
慨
怠
の
有
無
は
障
害
成
立
に
は
何
等
の
関
係
は
な
い
Q
R月
♂
匂
-
M
ω
w
m
p
一円
o
E己
・
日
u
p
同ロ門会己
h
u
匂・
]
4
・
念
。
|
品
。
ω
w
d
足
立
L
=
L
)
・
M
m
-
H
N
2
L
2
J
J
H
o
ロ仏
O
口、
H
4
5
3
Jぐω旬
。
0
・(】∞∞
ω
)
M
h
r
・匂・印
m
w
m
w
)
。
障
害
が
一
時
的
に
し
て
一
時
的
に
隣
人
に
針
し
古
ぃ
加
を
輿
へ
大
る
場
合
に
於
て
も
行
銭
者
が
故
怠
又
は
悪
訟
の
動
機
を
有
す
る
場
合
に
於
て
は
其
者
は
障
害
上
の
責
任
を
負
ふ
可
き
で
あ
る
(HVBRow
匂
・
ぉ
w
p
E
C
E
L
-
-
日印
ω)
、
何
故
な
ら
ば
五
日
人
が
日
常
主
活
に
於
て
細
小
な
る
不
便
を
常
に
忍
ぶ
可
き
義
務
を
有
す
る
の
は
他
人
を
じ
て
日
常
坐
活
上
遁
岱
な
る
行
動
を
匁
さ
し
め
ん
が
た
め
で
あ
る
(
∞
υ
E
oロ(
}
W
芝
(
】
)
、
従
て
此
範
囲
を
越
え
た
る
近
隣
者
に
は
其
相
応
の
支
任
を
負
は
す
可
き
な
至
岱
と
す
る
か
ら
で
あ
る
(
の
一
三
三
一
o
J
J
ロ2
・
ミ
(
】
∞
お
)
H
Q
γ
つ・
ω-
∞
一
回
日
ロ
凶
O
ロ
ぐ
・
∞
C
己
『
巧
p
p
J〈川'円。円。。・(】∞
2
)
N
O
M
-
-
}
-
A
E
品川
上
述
す
る
所
に
よ
り
て
解
る
が
如
く
英
図
法
に
於
て
は
陣
中
小
口
に
つ
き
で
は
原
則
、
と
し
て
無
過
失
責
任
主
義
土
地
所
有
能
の
制
限
と
し
て
の
陪
告
二
五
商
業
主
経
済
一一六
に
従
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
此
貼
に
於
て
可
成
特
色
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
五
上
述
し
た
る
所
に
よ
り
て
理
解
さ
る
が
如
く
障
害
を
以
て
不
法
行
匁
と
し
之
を
生
ぜ
し
め
た
る
者
を
し
て
不
法
行
震
法
上
の
責
任
を
負
は
し
む
る
は
∞
片
C
Z
B
Z
0
2
n
t
g
c
E
5
F
E
S
(財
産
権
を
行
使
せ
ん
と
す
る
者
は
他
人
の
財
産
模
を
侵
害
せ
ざ
る
範
固
に
於
て
之
を
匁
す
可
し
)
の
原
則
に
其
根
底
巻
泣
い
て
居
る
事
が
解
る
。
而
て
障
害
理
論
は
土
地
所
有
権
行
使
の
自
由
に
針
す
る
制
限
の
理
論
と
し
て
は
或
は
土
地
所
有
様
其
者
の
内
容
の
制
限
の
理
論
と
し
て
之
を
観
る
事
を
得
可
く
、
徳
利
行
使
に
針
す
る
制
限
と
し
て
之
を
観
る
時
は
濁
逸
民
法
第
二
百
二
十
六
傑
じ
於
け
る
伊
E
E
5
4
0号
♀
に
関
す
る
規
定
及
び
ス
ヰ
ス
私
法
々
典
第
二
傑
第
二
項
に
於
け
る
F
2
5己
の
g
cヴ
g
に
関
す
る
原
則
と
封
比
し
て
考
へ
ら
る
可
く
且
つ
我
民
法
堕
者
の
説
く
「
公
序
良
俗
を
害
す
る
搭
利
の
行
使
は
様
利
の
滋
用
で
あ
る
」
と
な
す
原
則
と
併
ん
で
理
解
し
得
ら
る
』
も
の
で
あ
る
。
而
て
ド
イ
ツ
民
法
、
ス
井
ス
民
法
及
び
我
図
に
於
て
「
専
ら
他
人
に
損
害
を
奥
ふ
る
の
目
的
を
以
て
」
或
は
「
信
義
誠
震
の
原
則
に
従
は
中
」
或
は
亦
「
公
序
良
俗
に
反
す
る
目
的
在
以
て
」
椛
利
を
行
使
す
る
場
合
に
於
て
権
利
路
用
あ
る
と
な
す
に
封
し
英
図
法
に
於
て
は
斯
く
の
如
き
明
確
な
す
・
)
標
準
を
示
め
し
て
居
ら
ぬ
、
例
へ
ば
次
に
掲
ぐ
る
が
如
き
判
例
に
於
け
る
や
う
な
標
準
を
示
め
し
、
或
は
既
に
述
べ
た
る
が
如
く
の
7
・0
山口
(-zg
の
原
則
を
標
準
と
し
極
め
て
常
識
的
で
あ
る
。
h
h
叶
}VOA)OCHF
山口
ι。
円
。
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ロ
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r
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岡
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∞
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此
判
例
に
於
て
去
は
さ
れ
て
居
る
や
う
な
建
物
の
相
蛍
且
通
常
の
用
方
と
は
如
何
な
る
立
味
を
有
す
る
か
は
明
白
で
は
な
い
が
不
法
行
震
者
が
其
行
匁
よ
り
責
任
ぞ
負
ふ
は
所
謂
Z
巳
号
己
口
三
百
o
Z
2
0
8
5
2
Z
3
8、
に
封
し
て
を
通
常
と
す
る
(
∞
υ
Z
o
E
w
匂
・
ヲ
ロ
∞
1
1
5
3、
従
て
此
場
合
も
通
常
人
の
銭
し
得
る
建
物
の
用
ひ
方
と
で
も
解
す
可
き
で
あ
ら
、
え
き
れ
ば
所
有
椛
の
行
伎
の
結
果
が
通
常
人
よ
り
位
質
の
弱
含
者
を
主
し
、
或
は
デ
リ
ク
ー
ト
な
る
技
術
を
要
す
る
職
業
の
妨
害
を
生
宇
る
が
如
き
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
障
害
に
於
け
る
責
任
の
後
生
の
あ
る
は
守
は
な
い
。
然
し
な
が
ら
如
何
に
相
蛍
な
る
範
囲
に
於
て
、
而
も
相
蛍
な
る
注
青
山
を
加
へ
財
産
桔
を
行
使
し
ゃ
う
と
も
其
行
局
川
白
慌
が
や
百
惑
を
生
宇
可
き
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
其
結
果
に
針
し
て
は
常
に
責
任
の
生
歩
可
き
は
岐
に
述
べ
た
渇
で
あ
る
、
日
記
降
客
の
特
質
と
す
る
所
で
あ
る
、
印
ち
所
説
結
果
責
任
の
主
義
が
認
め
ら
れ
て
居
る
貼
に
於
て
ド
イ
ツ
民
法
ス
井
ス
民
法
等
に
於
け
る
場
合
と
大
な
る
差
異
の
存
す
る
の
で
あ
る
。
英
図
法
が
障
害
に
つ
き
他
闘
に
於
て
は
む
し
ろ
稀
と
で
も
云
ふ
可
き
原
則
に
支
配
さ
れ
て
居
る
の
は
之
亦
土
地
所
有
揺
の
制
限
と
し
て
の
障
害
二
七
商
業
と
経
許
二
八
注
目
に
債
す
る
。
郎
ち
英
図
法
に
於
て
は
正
治
な
る
土
地
所
有
棋
の
行
使
は
損
害
を
件
は
宇
従
て
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
損
害
を
生
じ
た
る
土
地
所
有
様
の
行
使
は
不
適
蛍
な
る
概
利
行
使
に
し
て
障
害
な
り
と
推
定
き
る
』
貼
J
が
乙
で
あ
る
(
∞
己
目
。
豆
、
]
}
・
説
。
w
河川口伝子一一]切っ
M
M
∞u
2
G
Z
F
H
)・品
S
W
]
i
g月
♂
刀
・
ぬ
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)
。
き
れ
ば
土
地
所
有
椛
の
行
使
が
遁
蛍
な
り
や
否
や
は
行
録
者
に
於
て
立
詮
の
責
任
あ
り
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
斯
く
の
如
-
ぎ
原
則
は
極
め
て
酷
で
あ
る
が
之
が
た
め
に
一
般
人
が
安
じ
て
共
生
活
が
享
有
出
来
、
棟
利
者
の
横
暴
が
痛
烈
に
抑
へ
つ
け
ら
れ
て
居
る
。
以
上
述
べ
た
る
が
如
く
障
害
に
つ
き
で
は
椛
利
常
用
に
相
官
す
る
場
合
が
あ
る
、
而
て
其
範
悶
に
関
す
る
限
り
に
於
て
は
無
過
失
責
任
の
主
義
が
存
し
行
鍔
者
に
放
な
又
は
渇
失
な
き
場
合
と
難
も
不
法
行
震
が
成
立
す
る
、
此
結
に
於
て
我
民
法
及
び
ド
イ
ツ
民
法
に
於
け
る
椛
利
総
用
の
場
合
と
は
初
治
具
っ
て
居
る
と
共
に
障
害
に
関
す
る
理
論
の
方
が
よ
り
常
識
的
で
あ
る
、
枇
命
日
生
活
上
主
惑
を
生
じ
或
は
隣
人
の
生
活
に
有
害
と
な
る
可
き
事
柄
で
あ
れ
ば
故
意
過
失
の
有
無
を
問
は
?
行
録
者
は
相
路
の
責
任
を
負
ふ
可
き
が
我
々
の
常
識
で
あ
ら
う
、
然
し
な
が
ら
障
害
に
於
け
る
原
則
を
押
し
通
す
事
は
椛
利
行
使
は
勿
論
椛
利
其
者
の
内
容
が
概
め
て
狭
臨
に
な
り
様
利
ぞ
行
ふ
者
は
反
っ
て
苦
滞
在
忍
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
る
、
此
所
に
於
て
か
様
利
の
相
蛍
な
る
行
使
が
様
利
行
使
者
の
防
禦
抗
的
州
と
な
ら
ざ
る
守
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
、
斯
く
て
英
閣
法
に
於
け
る
椛
利
政
用
の
理
論
が
金
z
常
識
的
に
な
っ
て
来
る
。
楳
利
行
伎
の
範
闘
が
植
利
舵
用
に
関
す
る
理
論
に
よ
り
て
制
限
を
受
け
殊
に
土
地
所
有
椛
の
範
囲
が
制
限
を
受
け
其
完
全
無
快
の
形
が
失
は
れ
た
る
が
如
き
朕
館
山
を
生
宇
る
、
然
る
に
向
所
有
椛
殊
に
土
地
所
有
様
は
法
件
の
規
定
に
よ
り
て
よ
り
以
上
ωJ制
限
を
受
け
て
居
る
υ
郎
ち
例
ば
我
民
法
第
二
O
六
傑
以
下
に
於
て
は
所
有
慌
の
限
界
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
(
獄
逸
民
法
第
八
O
六
係
以
下
に
於
て
も
所
右
搭
の
限
界
に
関
す
る
規
定
せ
り
特
に
相
隣
椛
に
関
す
る
規
定
(
第
二
O
九
傑
以
下
)
は
所
有
椛
者
は
他
の
所
有
椛
者
の
椛
利
と
併
立
す
る
一
巾
?
を
符
可
き
限
度
に
於
て
共
挺
利
を
行
使
す
可
き
も
の
と
し
て
居
ら
、
殊
に
第
二
三
三
傑
以
下
第
二
三
八
傑
に
於
け
る
版
界
近
傍
に
於
け
る
隣
地
者
間
の
関
係
に
関
す
る
規
定
は
障
害
に
於
け
る
場
合
と
似
通
つ
て
居
る
、
印
ち
之
等
の
規
定
に
反
す
る
か
如
き
欣
態
は
其
所
有
者
の
故
立
地
失
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
た
る
と
否
と
に
拘
ら
ホJ
隣
地
所
有
者
の
催
利
の
一
手
有
に
封
す
る
隊
中
小
山
岳
生
宇
る
姑
に
於
て
同
様
の
形
帥
胞
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
一
石
は
ね
ば
な
ら
ぬ
然
し
な
が
ら
我
民
法
が
所
有
椛
の
限
界
を
定
む
る
に
つ
き
採
っ
た
態
度
は
「
所
有
紘
は
無
制
限
な
る
を
原
則
と
し
、
訟
訴
上
も
一
路
は
無
制
限
と
推
定
せ
ら
る
λ
も
の
に
し
て
所
前
法
令
の
制
限
は
所
有
椛
の
本
側
胞
を
認
む
る
一
般
法
に
封
す
る
例
外
法
た
る
の
関
係
に
あ
り
、
放
に
各
個
の
法
令
の
範
囲
内
に
於
て
の
み
所
有
様
は
制
限
さ
れ
、
北
制
限
法
を
採
用
す
る
を
得
ざ
る
ι
於
て
は
所
有
椛
は
無
制
限
な
る
も
の
と
者
さ
る
」
(
中
島
博
士
民
法
間
仰
義
を
二
上
二
一
O
一
真
)
、
と
一
去
ふ
の
で
あ
る
が
英
国
法
に
於
て
は
所
有
椛
の
内
容
は
版
則
的
に
他
人
を
害
せ
ざ
土
地
所
有
能
の
制
限
と
し
て
の
時
中
古
二
九
商
業
と
経
済
O 
る
範
固
に
限
定
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
居
る
(
中
島
博
士
、
同
上
)
斯
く
の
如
く
土
地
所
有
椛
制
限
に
つ
き
て
採
っ
た
態
度
は
英
図
法
に
於
け
る
と
我
民
法
に
於
け
る
と
大
い
に
兵
っ
て
居
ゐ
の
み
な
ら
守
既
に
(
ご
の
項
に
於
て
述
ベ
ー
に
る
が
如
く
陣
中
小
口
に
よ
る
土
地
所
有
椛
の
内
容
の
制
限
は
枇
合
生
活
を
安
全
且
平
穏
に
鍔
し
之
や
充
質
せ
し
む
る
に
主
あ
る
事
項
の
殆
ん
ど
総
ゆ
る
場
合
に
及
ん
で
居
る
に
拘
ら
す
我
民
法
物
椛
編
規
定
の
場
合
は
極
め
て
其
範
囲
狭
く
他
め
場
合
は
主
と
し
て
椛
利
浴
用
の
場
合
に
委
ね
ら
れ
て
居
る
、
而
て
椛
利
の
舵
用
は
我
図
に
於
て
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
目
的
巻
以
て
椛
利
を
行
使
し
に
る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
(
鳩
山
博
土
日
本
債
構
法
各
論
八
八
二
頁
一
従
て
陣
中
小
山
の
場
合
に
比
較
し
て
所
有
様
行
伎
の
制
限
の
範
閣
が
狭
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
有
様
の
内
容
の
極
度
の
制
限
は
所
有
椛
の
沿
革
上
の
性
質
を
苫
し
所
有
椛
在
認
む
る
法
律
上
の
賃
金
を
失
は
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
所
有
舵
愈
主
主
義
が
曲
解
さ
れ
怠
忠
自
由
の
原
則
が
偏
市
一
さ
れ
弊
告
を
生
守
る
場
合
に
於
て
は
法
律
自
惜
の
目
的
並
び
に
其
存
立
の
た
め
の
み
な
ら
守
枇
命
日
生
活
の
安
全
の
た
め
に
所
有
椛
の
内
容
も
従
来
以
上
に
制
限
さ
る
』
の
必
要
あ
る
は
論
守
る
迄
も
な
い
、
而
て
其
制
限
の
最
も
常
識
的
で
あ
り
且
放
果
的
な
る
も
の
と
し
て
降
害
に
関
す
る
理
論
を
観
る
の
が
至
蛍
で
あ
ら
う
ψ
